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　平素より支部活動にご協力いただき、心から感謝申し上げます。

　昨年度を振り返り、北海道看護協会十勝支部主催で行われた企画は、ど

れも日々の看護活動やマネジメントに役立つ、興味深い内容であったと感

じています。研修がヒントやモチベーションにつながった場面に何度も出

会い、私自身も共に学び感動を体験した１年でした。アンケート結果にお

いても高評価をいただきましたが、そのような結果の一方、参加者が少人

数での開催になった企画もあります。背景の一つには、オンラインの環境で様々な研修を受講

できる昨今、看護協会の研修に足を運ばれる必要性が希薄になっているのかもしれません。

　昨年度の結果をふまえて、2026 年度支部委員役員は、皆様のお役に立てる内容を考慮し準

備を進めています。１回でも十勝支部の研修等にご参加いただき、職能団体の活動を体験いた

だきたいと期待しております。

　そしてこの活動のベクトルの先は、看護職のウェルビーイング向上への寄与です。「看護職

になってよかった」と日々考えていらっしゃいますか。未来に向けてこの１年がより良い蓄積

になることを意図して、2026 年度も進みます。今年度もよろしくお願いいたします。
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１，�看護職の魅力や意義を次世代に

　　伝える広報活動を強化する

２，�看護職の専門能力の維持・向上に

向けた生涯学習を支援する

３，�地域における健康と療養を支える

看護職の裁量発揮を推進する

2026年度（令和８年度）

北海道看護協会方針

１，�看護職等が働き続けられるための

ウェルビーイングの基盤づくり

２，看護の質向上と役割拡大の推進

３，�地域共生社会実現に向けた全世代

の健康を支える看護機能の強化

４，危機管理体制の整備

５，組織力の強化
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座長　工藤　幸愛（社会医療法人北斗　北斗病院　看護科長）第１群

第42回　看護研究学会に発表者として参加して

第42回看護研究学会 日時／2026年 2月21日　時間／13：00～ 14：10
場所／帯広市民文化ホール

座長　宮本　真実（国立病院機構帯広病院　看護師長）第２群

公益社団法人地域医療振興協会　十勝いけだ地域医療センター　看護師 髙橋志のぶ

　今回、「当院におけるレクリエーションの現状と課題」

というテーマで看護研究を発表させていただきました。

　池田町は高齢化率が高く、十勝管内でも上位に位置し

ています。入院により環境が変化することで認知機能が

低下し、自宅退院が困難となる患者さんを目の当たりに

する中で、私たちにできることは何かを考え、本研究に

取り組みました。

　研究結果、10 名中６名に HDS-R の向上がみられ、

一方で４名には改善がみられませんでした。そこから今

後の課題もみえてきました。また、今回の研究を通して、

患者さん同士の交流や笑顔が増える場面もみられ、認知

機能だけでなく精神面にも良い影響を与える可能性を感

じました。

　２回 / 週 15 分程度のレクリエーションであっても認

知機能低下予防に有効であり、今後も定着・継続が必要

だと感じました。

　また、業務多忙により時間の確保が難しいという課題

も明らかとなりました。今後はスタッフ一人ひとりにレ

クリエーションの必要性や看護師としての役割を理解し

てもらい、病棟で継続的に取り組めるよう働きかけてい

きたいと考えています。

　さらに、十勝支部看護研究学会では多岐にわたる分野

の発表に触れることができ、自身の学びを深める貴重な

機会となりました。今回得た学びを今後の看護実践に活

かしていきたいと思います。

　このような発表の機会を与えてくださった皆様に、心

より感謝申し上げます。

当院におけるレクリエーションの現状と課題
〜長谷川式スケールとレクリエーション評価表を用いて〜

社会福祉法人北海道社会事業協会　帯広病院　看護師 井上　華月

　今回、看護研究学会に発表者として参加し、自部署で

取り組んだ手指衛生に関する研究を発表するという貴重

な体験をさせていただきました。

　今回の研究の動機は、当病棟の手指衛生の遵守率が低

いことから、手指衛生に対するスタッフの意識付けや基

本的知識を定着させることで、遵守率の向上を目指して

取り組みました。研究を通して、自分にも知識が付き、

正しい知識や根拠を理解した上で実践することの重要性

を改めて実感しました。患者さんだけでなく、自分自身

も様々な感染症から守るために今後も正しい方法で手指

衛生を続けていきたいと考えています。また、介入前後

でスタッフの理解や意識的変化が見られたことから、教

育や継続的な働きかけが感染対策において重要であるこ

とを学びました。

　発表当日の質疑応答では「手指衛生による手荒れ問題」

について質問をいただきました。当院ではその人の肌に

合わせ、手指消毒剤を数種類用意し、皮膚保護剤を２種

類設置し、手荒れ防止に配慮しています。今後も遵守率

の維持・向上を目指すには、①「手指衛生取り組みへの

スタッフの意識の維持」②「手指衛生の学習の継続」③

「手荒れ予防対策とスキンケア」の継続が重要であるこ

とを改めて認識しました。手指衛生は感染対策の基本で

すが、継続していくためには現場が抱える問題にも目を

向け、多角的な視点から改善を図る必要があると感じま

した。また、他院の研究発表を聴講することでそれぞれ

の現場で抱える課題やそれに対する工夫、対策などを知

ることができました。

　今回の看護研究を通して、現場の抱える課題に着目し、

取り組むことで行動変容に繋がることを実感しました。

今後も日々の業務で多忙な中でも疑問や課題を大切にし、

取り組んでいきたいと思います。

手指衛生のタイミングの実態調査とその評価



老健・有料老人ホームにおける感染対策基盤の構築
〜訪問ラウンドによる効果〜
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公益財団法人北海道医療団　帯広第一病院　看護師 小笠原幸恵

　この度、看護研究学会において、発表者として参加す

る貴重な機会を頂きました。病棟の仲間と共に協力して

進めてきた取り組みを、学会という大きな場で皆様に報

告できたことは、私にとって大きな経験となりました。

ありがとうございました。

　準備の過程では、普段の業務と並行して進めることは

簡単ではありませんでしたが、スタッフ同士で協力し合

いながら取り組むことで乗り越えることができ、多くの

学びを得たとともに、完成できたという達成感も仲間と

共有することができました。

　当日の発表では大変緊張いたしましたが、会場の皆様

が発表に耳を傾けてくださり、質問を頂く中で、他院で

も同じ悩みを抱えていることや、他院の素晴らしい取り

組みを知ることができました。看護研究に取り組み、発

表する機会を頂いたからこそ知り得たことであり、同じ

悩みを共感、共有できたことで胸が熱くなる思いでした。

　今回の経験を通して、普段の業務に追われる中でも、

日々の疑問や課題を振り返り、看護研究に取り組むこと

は、より質の高いケアへ繋がると感じました。

　この度の貴重な経験をこれから臨床の場で生かしてい

けるよう努めていきたいと思います。

医療法人徳洲会　帯広徳洲会病院　看護師 板橋　武志

　このたび看護研究学会に参加し、日々の看護実践を研

究として整理し、他者に伝えることの意義を改めて実感

した。今回取り組んだテーマは、外来における羞恥心と

プライバシーへの配慮である。日常の中で「気になって

いたこと」を文献やデータを基に構造化していく過程は、

部署として大切にしている患者への向き合い方を再考す

る機会となった。

　研究を進める中で、普段は感覚的に行っているケアを

言語化し、根拠をもって説明できる形に整えることの難

しさと重要性を痛感した。また、外来という短時間で多

くの患者と関わる場において、羞恥心やプライバシーへ

の配慮がどのように影響しているのかを改めて考える

きっかけにもなった。忙しさの中で見過ごされがちな視

点こそ、看護の質を左右する要素であると再認識した。

　研究は個人の学びにとどまらず、部署全体の成長につ

ながる重要なプロセスであると強く感じた。外来は多職

種連携、患者数の変動、限られた時間での判断など、特

有の複雑さを抱えている。だからこそ、スタッフ一人ひ

とりが「なぜこのケアを行うのか」を言語化できる力を

持つことが、部門全体の質向上に直結する。研究に取り

組む姿勢は、外来部門の成熟度を示す指標の一つでもあ

ると感じた。また、スタッフが日々の疑問を研究として

掘り下げられる環境づくりや、気づきを共有し合える文

化を育てることも管理者の重要な役割である。今回の経

験を通して、現場で生まれる小さな違和感を大切にし、

それを組織的な改善へとつなげていく視点の必要性を改

めて実感した。

　今回得た学びを外来部門の実践に還元し、より安全で

安心できる看護の提供につなげていきたい。そして、研

究を通じてスタッフの成長を支え、外来部門全体が継続

的に発展していく組織づくりを進めていきたい。

社会医療法人北斗　北斗病院　感染対策科　看護師 吉田　　彩

　この度は看護研究学会での発表機会をいただき、あり

がとうございました。院内感染管理部の専従として勤務

しているので、看護研究学会で発表する機会があるとは、

正直思っていませんでした。「高齢者施設で勤務してい

る看護職員が、感染対策について聞く機会はなかなか無

いと思う」と、職場の上司より高齢者施設感染対策の活

動発表について提案をもらいました。高齢者施設の看護

職の方々にも感染管理認定看護師の活動や、医療機関以

外でも協力できることを知ってもらえたら、という思い

で参加させていただきました。準備段階から発表までを

通して、自身の活動を人に伝えるという作業は難しいな、

と実感しました。上司の指導のおかげでなんとか文章に

まとめることができ、発表後の質疑応答では、コロナ禍

での活動に対する労いや励みになるフィードバックをい

ただきました。大変ありがたく思っております。発表を

通して、学び・気づき・達成感を得る貴重な時間になり

ました。関係者の方々へこの場を借りて感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

羞恥心を伴う看護ケア場面における羞恥心への配慮とプライバシー確保の現状と課題
〜検尿カップを渡す場面に着目して〜

医療的ケア児（者）のレスパイト入院に関する看護師の意識調査
〜スタッフが抱く不安や困難感〜
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　十勝支部の看護職のみなさん、こんにちは。私は、十勝で看護師として定年まで勤めることができました。その間

はもちろん十勝支部会員でした。60 歳の定年と同時に札幌にある看護大学の大学院で学びました。大学院では、臨

床で自分が間違っていたこと、知らなかったこと、できなかったことの数々を知る機会になりました。まず、一番先

に思い知ったことは、それまで大学の看護学科を卒業してきた新人ナースを採用し、新人研修を企画し、共に学び、

大卒新人からも数々の教えられることがあったにも関わらず、看護師の大学教育はどのように行われているのか知ら

ないまま、看護部長をしていた自分を知ったことでした。

　2012 年 3 月大学院を修了し、偶然にも 4 月から北見の日本赤十字北海道看護大学に教員として迎えられました。

北見で本格的に大学生に看護を伝える毎日になるかと思いきや、はじめて大学の教員をした私の授業は、学生にはチ

ンプンカンプンでした。科目ごとの授業評価には、「山川先生ワケワカメ」と書かれる始末で毎日が武者修行でした。

「山川先生の授業おもしろい」と書かれるようになったのは 3 年後のことでした。それからもなかなか分かりやすく

看護を伝えることができず、ようやく教員らしくなってきましたねと学長に言われたときは 5 年が過ぎていました。

教育を知らない新人教員が、学生からも認めてもらえるようになるまでに 5 年の経験が必要でした。今思えば、教

員経験を積む苦しい期間は、看護専門職としての成長に必要な日々でした。そして、その頑張りを支えてもらえた幸

せが折々に感じられました。

　その幸せの一つに、「生涯これを追求しよう」という大切なことを教えてくださった先生との出会いがありました。

その先生のお名前は東めぐみ先生です。東先生が大事にしているのは「臨床のナースは、優れた看護の実践をしてい

る」という信念です。その言葉を聞いた時に、私は、本当にドキリとしました。これでもかと頭をガンガン殴られた

ような衝撃もありました。私は、臨床のナースのできないところばかりを見ていたことに気づかされたのです。自分

が臨床にいた頃の看護をよくよく思い返すと、十勝ではあんな素敵な看護をしていた、こんな充実した日々があった、

患者さんや家族と向き合い、チームで共に取り組んだ、数々のすばらしい看護実践を毎日のように思い出し、はっき

りと理解できるようになりました。そして十勝に戻り、短期大学の学生と一緒に実習に行き、臨床の看護を垣間見な

がら、今でも優れた実践に出会っています。

　そこで願うことは、十勝という「へき地（以下ルーラル）」で先輩から伝承という形で受け継がれてきた、たくさ

んのすばらしい看護実践を言葉にして十勝の住民に活用していきたい、その仕組みを作りたい。この思いは、十勝を

飛び出してご縁があったオホーツクを含めた道東地域の素敵な看護に出会ってから膨らんできたものです。道東とい

う広大なルーラルの看護を共有したい。その願いを載せる仕組みとして「北海道東部地域ルーラルナーシング研究会」

はどうでしょう。大学院で看護を学び、道東で頑張っておられるリーダー層のみなさんと手を携え、ルーラルでつな

がっていきたいです。道東の歴史に育まれた先人の知恵を掘り起こし看護に活かしたいです。臨床という看護実践の

すべての場で、「ナースが実践している優れた看護を言葉にしよう」を生涯追求したいです。十勝支部のみなさんに

この願いが届くと嬉しいです。

　「北海道東部地域ルーラルナーシング研究会」略して、道東ルーラルナーシング研究会は 2026 年 10 月 31 日土曜

日 13:00 に、こけら落としができるように準備中です。十勝支部のみなさま、どうぞよろしくお願いいたします。

帯広大谷短期大学看護学科　特任教授　山川　京子
「北海道東部地域ルーラルナーシング研究会」を準備しています

― 2026年10月「北海道東部地域ルーラルナーシング研究会」発足へ向けて

道東という広大なルーラルの看護を共有したい

　「ルーラル（Rural）」とは地方やへき地を指す言葉です。都市部とは異なる環境のなかで、地域に根ざし住民の
暮らしを丸ごと支える看護の実践（ルーラルナーシング）には、独自の価値や深い知恵が詰まっています。
　このたび、2026 年 10月 31日の研究会設立に向けて、帯広大谷短期大学特任教授の山川京子氏より、十勝支
部会員の皆さまへメッセージをお寄せいただきました。
　広大な大地に育まれた先人の知恵を掘り起こし、これからの看護へ活かすための想いをぜひご一読ください。
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